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1． 結果の概要：前月対比での改善が鮮明に 

6 月 23 日に全米不動産協会（ＮＡＲ）が 5 月の中古住宅販売件数を、24 日には米国商務省と住

宅都市開発省（ＨＵＤ）が共同で 5月の新築一戸建て住宅販売件数を公表した（図表 1）。 

5 月の中古住宅販売件数は季調済の年換算で 489万件（前月改定値：同 466 万件）となり、前月

から拡大、市場予想の 474 万件（Bloomberg 集計の中央値、以下同様）も上回った。また、5 月の

新築一戸建て住宅の販売件数は季調済年換算で 50.4万件（前月改定値：同 42.5万件）となり、こ

ちらも前月や市場予想（43.9万件）を大きく上回る結果となった。 

中古住宅、新築住宅ともに金融危機前の水準と比較すれば低迷しているものの、今回公表された

販売件数は、前月対比での改善が鮮明に見られる。住宅市場の先行きへの明るさがうかがえ、住宅

投資への改善期待も高まる結果だったと言える。改善の背景には、足もとで住宅ローン金利の上昇

が一服していることのほか、中古市場では在庫が増えてきたことも要因として指摘できる（図表 2）。 

今後の住宅市場については、引き続き人口増や景気回復が市況改善の材料となるだろう。また、

6 月ＦＯＭＣの記者会見でイエレンＦＲＢ議長がハト派色の強い発言をしており、低金利が持続す

るとの見方が強まっていることも好材料だろう。年末にかけて量的緩和政策の出口が視野に入るた

め、今後の金利上昇圧力は避けられないだろうが、当面は実質ゼロ金利政策が維持されると見られ

ることから、上昇余地は限定的になると考えている。 

足もとの住宅販売件数の改善は景気の回復に伴ったものと見られ、メインシナリオでは引き続き

緩やかな改善傾向が続くだろう。ただし金利の急上昇などで販売件数が鈍るなどのリスクを抱えて

いることには注意したい。 

（図表 1） 
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2． 中古住宅販売の詳細：住宅市場環境の改善が進む 

5月の中古住宅販売（季調済）は前月比では+4.9％（前月：同+1.5％）と 2カ月連続のプラスと

なった。ただし、前年同月比では▲5.0％（前月：同▲6.6％）であり、昨年 11月から 7カ月連続

で前年の水準を下回っている。中古販売のうち、約 9 割を占める中古一戸建て住宅のみで見ると、

季調済の年換算で 430万件（前月：同 407万件）、前月比+5.7％（前月：同+0.7％）、前年同月比▲

5.7％（前月：同▲7.5％）であった。 

4つの地域別に見ると、前月比ではすべての

地域が改善し、北東部が+3.3％、中西部が+8.7％、

南部が+5.7％、西部が+0.9％となった。トレン

ドを掴みやすい前年同月比で見れば、いずれの

地域でもマイナスが続いているものの、マイナ

ス幅は縮小傾向にある（図表 3）。 

5月の販売在庫は 228万件となり前月（同 223

万件）から増加したものの、在庫月数（在庫件

数／月間販売件数）は 5.6カ月と前月（同 5.7

カ月）よりやや短期化している（図表 4）。 

5月の中古住宅販売価格（原系列）は、中央値が 21.34万ドル（前月：同 20.15万ドル）、平均値

が 26.07万ドル（前月：同 25.07万ドル）となり、上昇傾向が続いている（図表 5）。 

5月の抵当処分物件は全体の 8％（前月：10％）であり、ショートセール（ローン残高以下での

物件処分）は 3％（前月：5％）となった。ディスカウントは抵当処分で平均 18％（前月：同 16％）、

ショートセールで平均 11％（前月：同 10％）であった。 

中古住宅が市場に出回る期間は、中央値で 47日（前月：同 48日）とやや短期化している。内訳

は、中央値で抵当処分物件が 57日（前月：同 56日）、ショートセールが 125日（前月：同 96日）、

一般物件は 44日（前月：同 45日）であった。また、1カ月以内に購入された物件は 41％（前月：

同 41％）で、住宅一次取得者の割合は 27％（前月：29％）、全額現金での購入割合は 32％（前月：

32％）、個人投資家の割合は 16％（前月：18％）となった。 

ＮＡＲは住宅市場が l-3月期の低迷から反発しており、価格上昇が緩やかなこと、在庫が増えて

きたこと、雇用情勢が改善していること、一時的ではあるが住宅ローン金利がやや低下したことが

改善に寄与したと指摘している。 

（図表 4） 
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（図表 3） 
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3． 新築一戸建て住宅販売の詳細：2 桁増の高い伸びを記録 

5月の新築一戸建て住宅販売は、前月比で+18.6％（前月：+3.7％）、前年同月比で+16.9％（前月：

▲6.0％）となり、いずれも 2桁増を記録した。前年同月比では、4月まで 3カ月連続でマイナスが

続いていたが、5月は大幅反発となった。 

4つの地域別に見ると、前月比では北東部が

+54.5％、西部が+34.0％、南部が+14.2％と 2

桁改善となった。中西部も+1.4％と小幅ではあ

るが改善している。 

トレンドを掴みやすい前年同月比で見ても、

すべての地域で改善しており、前月比と同様に

中西部を除いては 2桁増を記録している（図表

6）。 

5月の販売在庫は、18.9万件（前月：18.9万

件）と横ばいであり、在庫月数は 4.5カ月（前月：同 5.3カ月）まで短期化した（図表 7）。 

5月の新築一戸建て住宅の販売価格（原系列）は、中央値が 28.20万ドル（前月：同 26.97万ド

ル）、平均値が 31.92万ドル（前月：同 32.09万ドル）となり、平均価格の上昇が一服する一方で

中央値は上昇基調にある（図表 8）。 

（図表 7） 

 

（図表 8） 
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